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こ‘.あし、 さーコ

平成6年 1月

社団法人日本リゾートクラブ協会

会 長 中 間 修

社会の成熟化につれ、 リゾート産業にたいする一般の期待はますます高まりを

みせ、 我々に諜せられた社会的な使命も一周その重要性を加えつつあります.

弊協会は、 リゾートクラブ事業の健全な発展にむけて昭和63年に倫理綱領を、

平成2年に自主規制基準を策定し、 業界の公正な取引の指標としてこの普及に努

めてまいりました.

また、 通商産業省では、 会員制事業に関する最近の消費者問題に鑑み、 「会員

制事業適正化研究会Jの報告書において、 有識者、 消費者の声も集約して業界の

健全化に関する提言を行いました.

これを契機に弊協会は、 あたらしい社会状況をふまえてリゾート7ラブ事業が

更に一般の理解と信頼を得られるよう倫理綱領と自主規制基準を改正いたしまし

た。

協会に加盟する企業は、 率先してこれを遵守し、 健全な事業運営を図り、 業界

の発展に寄与することを目標に努力を続けてまいることとします.



社団法人日本リゾートクラブ協会

会 長 中 田 修 殿

平成6年 1月

通商産業省産業政策局

サービス産業課長

服 部 和 良

社団法人日本リゾートクラブ協会倫理綱領、 自主規制基準の改正について

この度、 貴協会において倫理綱領、 自主規制基準を改正されたことは、 現下の

リゾートクラブ事業の状況に鑑み、 時宜を得た適切なものであると考えます。

内容的にも、 当省において開催された「会員制事業適正化研究会Jの報告書の

趣旨に沿い、 今日リゾートクラブ事業が直面する諸問題に適確に対応するもので

あり、 貴協会内のみにとどまらず、 まさに業界全体を通ずる規範として相応しい

内容を備えたものであると考えます。

会長におかれましては、 今後、 本基準の運用に当たり、 その趣旨が充分に理解

されるとともに、 各会員の遵守状況が定期的に把揮されるよう、 フォローアップ

の休制を整備される等の方策に是非御高配をJffきたいと存じます.
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